平滑化法における推定量の性能 (統計数理研究所 研究活動 (平成４年度 研究報告会要旨)) by 柳本 武美 & Takemi Yanagimoto
平成4年度研究報告会要旨 89
             統計モデルとブートストラップ確率
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       ’じゃんけんモデルと非線型積分可能た力学系の確率モデル
                                    伊 藤 栄 明
 型1，型2，型3という3つの型の粒子があり，1は紙，2ははさみ，3は石，というように巡回的た強
弱関係があるものとする．それぞれにm1，m。，m。個の粒子がはいっていたとし，3つの型の粒子の総数は
mであり単位時間内にランダムに2つの粒子が衝突し弱いほうの粒子は強いほうの粒子に変化する．た
とえば1の粒子と2の粒子は衝突により2の2粒子にたるものとする．同じ型の2粒子の衝突では変化
はおきたいものとする．1，2，3の比率はそれぞれ確率変数κ、（左），κ。（才），κ。（広）であらわされる．そのとき
時刻左での積の値をκ、（オ）κ。（広）κ。（左）とした条件付き期待値について次の関係が成り立つ（Itoh（1973．
1979b））．
